
 
 
 
 
 

かながわＣｏ－ネット
神 奈 川 県 協 同 組 合 連 絡 協 議 会

会員組織御中         ２０２６年 10月 14日 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「かながわ協同組合の未来を、ともに拓く」をテーマに 

会員組織 158名が都筑区民文化センターボッシュホールに集い、多様な情報を共有しました 

かながわＣｏ-ネット通信 Ｎｏ.１３２ 
 

 

 

 

 

また、2027年国際園芸博覧会に向け、ＪＡ神奈川県中央
会農業くらし対策部の中村睦部長がＪＡグループ神奈川の対

応を報告し、(株)グリーンピア櫻井裕行代表取締役社長が農協

と生協の連携による同社設立の経緯と事業内容を報告しまし

た。 

第１部 

ＪＣＡ（日本協同組合連携機構）の伊藤治郎常務が「協同組合の未来をつなぐ―協同組合アイ

デンティティの協議動向と今後の情勢について―」と題して同機構の活動や、現在改定を進め

ていている協同組合のアイデンティティについて講演しました。 
 

第２部 

JA 湘南営農販売課田中祐輝次長が規格外品のトマトと平塚
漁協の未利用魚のサバを活用した商品「トマ鯖カレー」や「サ

バ好きが作るトマトソース（SAMAKI NA NYANYA）」の取り

組みを報告しました。続いて、兵庫県生協連久保清美氏が
Zoomで出席により生協・農協・漁協・森林組合で構成する兵

庫 JCC による大学生向け体験ツアーの連携事例を報告しまし

た。 

 

 

 

【報告・協議事項】 

① 会員の状況について 

② 役員の選任について 

③ 2025年度活動報告及び収支決算の承認について 

④ 2026年度活動計画及び収支予算について 

⑤ その他  

（かながわCo－ネット通信の連携事例報告にかかるお願いについて） 

 -------------------------------------------

 
  

７/９実施のフードドライブの実績を報告します 

 
 食品計 112点 102.145kg 

 米      ２点  10kg 

 主食・麺類  30点 73.9kg 

 副食・調味料 31点 7.315kg 

 菓子・嗜好品 25点 3.415kg 

 飲料その他  24点 7.515kg 

 ご寄付 6,730円 

 
 

ご協力ありがとう 

ございました★ 

兵庫 JCCにおける取り組みの報告 

JA湘南、平塚漁協等における取り組みの報告 
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JA湘南×平塚漁協×平塚市×平塚市内企業

 ---------------------------------------------------------------------------------------------
 

① トマ鯖カレー ②サバ好きが作るトマトソース 

SMAKINA NYANYA 

2026 年４月、「サバ好きが作るトマトソース

（SAMAKI NA NYANYA）」を発売しました。「ト

マ鯖カレー」と同様、規格外のトマトとサバを使

って作ったトマトソースです。 

SAMAKI NA NYANYAはスワリヒ語で「魚と

トマト」です♪ 
 

2025年５月、平塚海姫・山彦プロジェクトの取

り組みとして「トマ鯖カレー」を発売しました。

同市内で取れた規格外品のトマトとサバを使用

し、フードロスを削減。レトルトパウチの封入

作業は市内の福祉事業所の利用者たちが行いま

した。 

 2026 年 2 月 9 日に、神奈川県信用農業協同組合連合会、神奈川県森林組合連合会、全国森林組合

連合会、および農林中央金庫は、神奈川県森連が箱根町、湯河原町の森林整備（148.78ha）で創出し

販売する Jークレジットの一部について、神奈川県信連を購入予定者とした、「神奈川県域森林由来 J‐

クレジット利活用にかかる連携協定」を締結しました。本協定は、農業者と森林所有者を組織基盤とす

る県域の協同組合組織どうしが、県内の農業および林業を持続的に発展させるため、森林由来クレジ

ットの取引を通じて協力関係を構築する、全国でも初の取組みとなります。 

 

 

 ※J‐クレジットとは、適切な森林管理による CO2等の吸収量を「クレジット」として国が認証する制度 
 

※JA湘南の直売所や、山大フーズショップ等で販売中！ 各組織でのお取り扱いもお待ちしています 
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➢会員組織間の連携事例は、かながわＣｏ－ネット通信で紹介します。実施した取り組みについては、
下記事務局までご報告ください。また、告知の希望や困り事等がありましたらご連絡ください。 
＜担当事務局連絡先＞ 
ＪＡ神奈川県中央会 総務企画部(担当：君塚・須川)TEL.045-680-3001 sou-ki@chu.kn-ja.or.jp 
神奈川県生活協同組合連合会(担当：北澤)TEL.045-473-1031 m.kitazawa@kanagawa-k.or.jp 

 

「協同組合による若者・こどものための大きな応援団」講演会 
【開催日】2026年 11月 18日（水）14:00～16:55（開場 13:30） 

【会場】全水道会館 大会議室（東京都文京区本郷 1-4-1） 

     JR 水道橋駅 東口 徒歩 2分／都営地下鉄三田線水道橋駅 A1出口 徒歩 1分 

【開催方法】会場＋オンライン（Zoom）＋オンデマンド配信  

【内容】基調講演（講師：村木厚子氏 実行委員会委員・全国社会福祉協議会会 長）、  

    協同組合からの若者・こども支援の取り組み報告、全国の協同組合 による若者・こども支援の取 

    り組みに関する調査報告 ほか  

【詳細・申込】https://www.japan.coop/wp/c4y_post/24575 

       申込締切：2026年 11月 16日（月） 

       詳細は、上記 URLまたは QRコードからご確認ください。 

「第７回協同組合の地域共生フォーラム」 
【開催日】2026年 11月 28日（土）13:00～16:30 

【開催方法】Zoomによるオンライン参加 

【内容】基調講演（講師：斉藤弥生氏 大阪大学大学院人間科学研究科教授）、 

     3つの協同組合の事例報告、パネルディスカッション ほか 

【詳細・申込】https://www.japan.coop/wp/24423 

       申込締切：2026年 11月 25日（水） 

 アーカイブ配信をご希望の方もお申込みお願いします。 

 詳細は、上記 URL・QRコードおよび添付のチラシをご確認ください。 
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参加

無料

第7回

基調講演
大阪大学大学院

人間科学研究科教授

放送大学　客員教授

斉藤 弥生

スウェーデンや北欧諸国の福祉研

究をもとに、地域包括ケアと協同

組合の可能性について研究。

高齢者福祉・地域福祉分野で幅広

く活躍されています。協同組合の

地域共生・地域包括ケア等をお話

しいただく予定です。

氏

お申し込み方法

協同組合の

地域共生フォーラム

みんながつながる

共生の地域づくり

地域包括ケアを医療・介護に限らず、生活支援、介護予防、居場所、住民・組合員の主体的参加まで

含めて捉え、協同組合が地域づくりに果たす役割と、組織を越えたつながりについて考えます。

年     　 月　　  日（土）2811

右の二次元コードから

お申し込みください

2026年

11月25日 締　切　（水）　

主催

一般社団法人日本協同組合連携機構（JCA）／第7回協同組合の地域共生フォーラム実行委員会

13:00～16:30
Zoom開催・12:00 入室開始

どなたでも

ご参加いただけます

2026

～地域包括ケアと協同組合～
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基調講演　

連携でつくる“つながり・健康づくり・学び・支え合い”の場としての班会

(報告) 倉敷医療生活協同組合　副理事長　早川髙子さん
(概要) 倉敷医療生活協同組合の「班会」は、組合員が主体となって、つながり、健康づくり、学びを広げる活動で
す。組合員だけでなく地域住民にも開かれた身近な居場所として開催され、倉敷市の総合事業にも位置づけられて
います。ケアマネジャーがケアプランを作成する際にも地域資源として活用されています。医療・介護事業と組合
員活動を生協の事業と捉え、住民同士の支え合いと地域づくりを進める実践を紹介します。

(報告) 労働者協同組合ワーカーズコープ・センター事業団としま宙（そら）事業所 所長 荒井麻記子さん
(概要) としま宙事業所は、東池袋フレイル対策センターの運営と、生活支援コーディネーター業務を通じて、介
護予防と地域の支え合いを進めています。体操やサロン、「おとな食堂」などの居場所を運営するとともに、自
治会、民生委員、企業、大学生、地域住民をつなぎ、スマホ教室や地域食堂の立ち上げを支援。多世代が参加
し、それぞれの力を生かせる地域のネットワークを、住民とともにつくる実践を紹介します。

フレイル予防から広がる、多世代の居場所と支え合いの地域づくり

事例
報告
➁

協同組合の取組を相互に学び、地域共生社会における協同組合の役割と協同組合間協同を考
えること。協同組合外の行政・地域団体等との連携を強めること。地域で果たすべき役割を
市民とともに考えること。

目　的

お 問 い 合 わ せ

一般社団法人
日本協同組合連携機構（JCA）
協同組合連携２部　武田賢治
〒162-0826 東京都新宿区
市谷船河原町11番地
飯田橋レインボービル5階
電話: 03-6280-7240
Fax: 03-3268-8761
E-mail: k-takeda@japan.coop　

事例
報告
①

プログラム

事例
報告
③

パネルディスカッション

実 行 委 員 会 構 成 団 体

日本生活協同組合連合会、日本医療福祉生活協同組合連合会、日本労働者協同組合連合会、
ワーカーズ・コレクティブネットワークジャパン、全国農業協同組合連合会、
全国厚生農業協同組合連合会、日本文化厚生農業協同組合連合会

※諸事情により、報告者（登壇者）が変更になる場合がございます。あらかじめご了承ください。

「協同組合の地域共生・地域包括ケア」（予定）（斉藤 弥生　）氏
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